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【DFP（ダイヤフュージョンパック）の特徴】
１．環境負荷削減
○：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ使用量が僅少の為、紙容器とほぼ同等。

○：表示・扱いは紙容器。

２．電子レンジ対応
○：電子レンジ調理可能。（加圧調理、蒸らしも可能）。
　　 自動開封機能蓋付与も可能。

３．気密性
○：完全密封包装が可能。（イージーオープン機能も可）
　　 液体包装適性良好。
　　 もちろん、外勘合蓋、内勘合蓋にも対応。

４．寸法安定性・強度
○：フランジ一体成型の為、寸法変化無し。
○：プラスチック補強枠で強度向上。

５．保存性 お問合せ
○：レトルト及び無菌充填が可能。 （東京）容器グループ　０３‐３７６９‐７２６７
　　 長期常温保存可能。 （大阪）大阪営業所　　０６‐６３５７‐０８５１
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(ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ補強紙容器）

※特許出願済


DFP(ダイヤフュージョンパック）のご紹介　‐完全密封対応型紙容器‐



